
白
楽
天
の
病
状

丹

羽

博

之

中
唐
の
詩
人
白
楽
天
の
日
本
文
学

に
与
え
た
影
響
は
は
か
り
知

れ
な

い
も

の
が
あ
り
、
今
後
の
研
究

の
深
化

に
よ

っ
て
更

に
新

た
な
知
見
も
出
て
く
る
も

の
と
思

3ーω

わ
れ
る
。

そ

の
白
楽
天
は
他
の
中
国

の
詩

人
た
ち
に
比

し
て
、
官
人
と
し
て

の
栄
達

に
し
て
も
、
経
済
的
な
面

で
の
裕
福
さ

に
お

い
て
も
、
お
お
む
ね
順
調
な
生
涯
を
送
り
、

会
昌

六
年

に
七
十
五
歳
で
天
寿
を
全
う

し
て
い
る
。

一
見
幸
福
な
生
涯
を
過

ご
し
た
か
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
白
楽
天

で
は
あ
る
が
、
少
年

の
頃
か
ら
病

弱
で
あ

っ
た

よ
う

で
、
特

に
三
十
代
半
ば
か
ら
次
第

に
体

の
不
調
を
詩

の
中

で
訴

え
る
よ
う

に
な

っ
て
く
る
。

白
楽
天

の
詩
文
中

に
は
、
自
ら
の
病
を
詠
ん
だ
も

の
が
数
多
く
あ

り
、
白
楽
天

の
健
康
状
態
、
彼

の
病
気
に
関
し
て
は
す

で
に
以
下

の
よ
う
な
先
学

の
論
考

が
あ

る
。萱

沼
明
氏

「
白
楽
天
の
眼
病
」
(
『
日
本
経
済
新
聞
』
昭
和
三
十
六
年
二
月
十
日
)

今
井
清
氏

「
白
楽
天
の
健
康
状
態
」

(
『
東
方
学
報
』
昭
和
三
十
九
年
十
月

〉

山

田
勝
久
氏

「
晩
年

の
白
楽
天
」
(
『唐

代
文
学
の
研
究
』
笠
間
書
院

)

埋

田
重
夫
氏

「
白
居
易
詠
病
詩

の
考
察
-
詩
人
と
題
材
を
結

ぶ
も

の
l
」
(
『中
国
詩
文
論
叢
』
第

六
集

昭
和
六
十
二
年

六
月
)

白
楽
天
の
病
状

旙



白
楽
天
の
病
状

本
稿

で
は
こ
れ
ら
の
先
学

の
験
尾

に
附
し
て
、

文
学
に
与
え
た
影
響
を
探
り
た

い
。

『
白
氏
文
集
』
に
表
わ
れ
た
彼

の
病
状
を
分
析
し
、
彼

の
患

っ
た
病
気
を
探
り
、
併
せ
て
こ
れ
ら
の
病

が
白
楽
天

の

一
、
消

渇
病

私

が
先

ず

白
楽

天

の
病

に
関
し

て

興
味
を

抱

き
始

め

た

の

は
、

次

の
詩

句

か
ら

で
あ

る
。

傭
於

二
替
叔
夜

一

渇

似

二
馬

相
如

一

(
「
酬

二
令
狐

留

守

尚
書
見

ワ
贈

十
韻

」
巻

五
十

七

・旨
ω
ら

五
十

七
歳

。

年
齢

は
、

花

房
英
樹

氏

「
繋
年

表

」

『白

氏
文

集

の
批

判
的

研
究

』

に
よ

っ
た
。
)

こ
の

「
渇

似

馬
相

如

」

の
詩
句

に
対

し

て
佐

久
節

氏

訳
註

『
白
楽

天
全

詩
集

』

は

「
馬
相
如

よ
り
も

渇
す

」
と
訓

読
し

、

「
馬
相

如

漢

の
司

馬
相

如
。

常

に
消

渇

の
疾

あ

り
。

消
渇

は
糖

尿

病

な

り
と

い
ふ
。
」

と

註
し

て

い
る
。

『
史
記

』

「
司

馬
相
如

列

伝
」

に
は
、

の

相
如

口
吃
而
善

著

レ
書

。
常

有

二
消
渇

疾

一。
与

二
卓

氏

一婚

、

饒

二
於

財

一。

未

三
曽
肯

与

二
公

卿
国

家

之
事

一、

称

レ
病
間

居

、
不

レ
慕
二
官

爵

一。

ω

と
あ

り
、

司
馬

相
如

は
消

渇
疾

を
患

っ
て

い
た
記

述

が
見

え

る
。

司
馬
相

如

が
消

渇
疾

を
病

ん

で

い
た

こ

と

は
有

名

な

こ
と
で
あ

り
、

六
朝

詩
以

来

の
用

例

が
あ

る
。

堀
誠

氏

は
次

の
よ
う

な

例
を

示

さ
れ

て

い
る

(
「
相

如

の
渇

き

」

『節

令
』

第

8
期

昭

和

六
十

三
年

九

月

)
。

誰

慕
臨

溝
鼎

常
希

茂

陵
渇

(
斎

謝
眺

「
冬

緒

覇
懐

示

二
薫
諮
議

虞

劉

江

二
常

侍

一詩

」
)

長

卿
病

二
消

渇

一

壁

立

還

二成

都

一

(
陳

張

正
見

「
置

二
酒
高

台

上

こ
)な

ユ

実

は
詩
聖
杜
甫
も

こ
の
消
渇
を
患

っ
て
お
り
、
詩
中

で
度

々
訴
え
て
い
る
。

新
亭
挙
レ
目
風
景
切

茂
陵
著
レ
書
消
渇
長

(
「
十
二
月

一
日
三
首

(其

二
)
」
巻
十
四

)



我

難

二
消
渇

甚

一

敢
忘

二
帝

力
勤

　

(「
別

二察

十

四
著

作

一」
巻

十
四

)

我
多

二
長

卿
病

一

日
夕

思

二朝

廷

}

肺
枯

渇
太

甚

漂

泊
公

孫
城

凶
「
同

二
元
使

君
春

陵
行

こ

巻

十

九

)

。

。

.

病
渇
身

何

去

春
生

力

更
無

(
「
過
二
南
嶽

一
入
二
洞
庭
湖

こ

巻

二
十

二

)

長

卿
は

司
馬

相
如

の
字

で
、

こ

の
ほ

か

に
も

、
杜

甫

は
し

ば
し

ば
司

馬
相
如

に
我

か
身

を
引

き
比

べ
て

消
渇

の
病

を
訴

え

て

い
る
。

こ

の
消
渇

の
病
と

い
う

の
は
、
現

代
医

学

で
言
う

と

こ
ろ

の
糖
尿

病

に
該
当

す

る
。

『
広

漢

和
辞
典

』

に
は
、

[
消
渇
」

郭

ウ
・
鶉

ウ

病

名
。

の
ど

が

か
わ

い
て
流

動

食

を

ほ
し

が
り
、

小
便

の
通

じ

な

い
病

気

。

消
中

。
糖

尿
病

。

消
激
。

(
『
史

記
』

司
馬

相
如

伝

を
引

9ω

く
。
)

と
あ

り
、

『
日
本

国
語

大
事
典

』

の

「
糖
尿
病

」

の
項

に
は
、

す

い
臓

か

ら
出

る
イ

ン
シ

ュ
リ

ン
と

い
う

ホ

ル
モ

ン
の
分

泌

が
不

十

分
な

た

め

に
、
糖

の
利

用

が
行

わ
れ
ず

、

血
液
中

の
ぶ
ど

う
糖

の
値

が
高
く

な

り
尿

中

に

も
排

泄

さ

れ
る
内

分
泌

疾
患

。

自
覚
症

状

と
し

て

は
多

飲
、

多

尿
、

脱
力
感

、

巖
痩

(
る

い
そ
う

)

ま
た

は
肥
満

を
示

し
、

感
染

に
対

す

る

抵
抗
性

の
滅

弱

、

動
脈

硬
化

の
促
進
、

神

経
、

網
膜

症
、

腎
障

害

を
き

た

す

こ
と

が
多

い
。

と
あ

り
、

こ
の
糖

尿
病

の
典

型
的

な
症

状

に
は
、

A

の
ど

が

か
わ
く

B

か
ら

だ

が
だ

る

い

C
お

な

か
が
す

く

D

か
ら

だ
が

や

せ
て
く

る

白
楽
天
の
病
状

『
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E
目

や
歯

が
悪

く
な

る

F
皮
膚

が

か
ゆ

く
な

る

G

結
核

や
肺

炎

に
感

染
し

や
す

い

な

ど

が
あ
げ

ら

れ
る
。

さ

て
、
彼

の
作

品
中

に
お

い
て

、
訴

え

て

い
る
病

状
を

分

析

し

て

い
く
。

二
、
身

体

の
吉臓
痩

三

十
代

前
半

ま

で

は

「
新

楽

府

」
等

の
颯

諭

の
詩

が
多

く

、

白
楽

天
自

身

の
身

辺

を
詠

じ

た
詩

は
比
較

的

少
な

い
。

と

こ
ろ
が
、

三
十

代
後
半

か
ら

は
次
第

に
体

の
不

調

を
訴

え

る
よ
う

に
な

っ
て

く

る
。

そ

の

一
つ
が
体

が

や

せ
細

っ
て
き

た

こ
と

を
歎

く
詩

で
あ

る
。

ωω

龍

臥

心
有

レ
待

鶴

痩

貌
弥

清

(
「
酬

二楊

九

弘
貞

長
安

病
中

見

7
寄

」
巻

五

・O
い。
8

三
十

五
才

)

両

眼
目
将

レ
闇

四

肢

漸
衰
痩

束
帯

蹟
二
昔

國

一

穿

衣

妨

二
寛

袖

一

(「
不

二
門

」
巻

十

二

・8
麟

四
十

九
才

〉

濠
倒

親
知

笑

衰
自巌
旧
識
驚

(「
江
州

赴
二
忠

州

一至

二
江
陵

一以
来
舟

中

示

二舎

弟

一五

十
韻

」
巻

十

七

・
=
忌

四

十

八
才

)

貌
将

レ
松

共
痩

心

与

レ
竹
倶

空

(
「偶

題

二
閣

下
廉

こ

巻

十

九

・巳
爵

五
十

一
才

)

牽

レ帯

知

二
腰
痩

一

看

レ
燈
覚

二
眼

昏

一

(「
晩
歳

」
巻

二

十

・
一ω
ら
ω

五

十

一
才

〉



病
痩

形
如

レ
鶴

愁
焦

髪

似
レ
蓬

(
「
新

秋
病

起

」
巻

二
十

・
一
ω
胡

五
十

二
才

)

關

レ
間
僧

尚
闊

較

レ痩

鶴

猶
肥

(「
自
詠

」
巻

六
十

六

6
卜。
も。
刈

六
十

五
才

)

な

ど
が
痩

せ

た

こ
と
を

歎

く
代

表
的

な
例

で
あ

る

が
、

白
楽

天

は
そ

の
作

品
中

に
お

い
て
頻
繁

に
我

が
身

の
や

せ
細

っ
て

き

た

こ
と
を
歎

い
て

い
る
。

し

か
も

、
急

に
や
せ
細

っ
た
と

い
う

印
象

を
受

け

る
。

ま

た
、

「
沐
浴

」

と

題
す

る
詩

で

は

経
レ
年
不

二沐

浴

一

塵

垢

満

二
肌
膚

一

今
朝

一
漢
濯

衰
痩

頗
有

レ
余

老
色

頭

髪
白

病
形

肢
体

虚

衣
寛

有

レ
縢

レ帯

髪

少
不

レ
勝

レ
硫

のω

自

問
今

年
幾

春
秋

四
十

初

四

十
已
如

レ
此

七
十

復
何

如

(巻

十

・竃

遷

四
十

}
、

二
才

)

と
あ

り
、

三

十
代
後

半

か
ら
、
以

前

に
く

ら

べ
て
著

し
く
体

が
痩

せ
細

っ
た

こ
と
を
歎

い
て

い
る
。

食

欲

が
無
く

、

次
第

に
体

が
や

せ
細

っ
て

い
く

の
は
当
然

の

こ

と

で
あ

る
が
、

白
楽

天
は
旺

盛
な

食
欲

を
詩

中

に
示
し

て

い
る
。

舎
バ妬毘
麻
辱
二
沙
手脂
脹
↓

・心
語娯
虹撒
一一
一
重
ヂ
一

(
「
寄

二
皇
甫

賓
客

こ

巻

五

十

}
・卜。
・。
綜

五
十

七
才

)

・

飽

食
為

こ
日
計

}

穏
睡

是
身

謀

(
「
想

二
東
遊

一五
十

韻
」
巻

五
十
七

・・。
刈
嵩

五

十
八

才

)

飽
食

不

レ
出
レ
門

閑

坐
不

レ
下

レ
堂

白
楽
天
の
病
状

喝
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(
「
飽
食

閑

坐

」
巻

六
十

三

・ω
O
O
O

六
十

三
才

)

何

以

療

二
夜
飢

一

一
匙
雲

母

粉

(
「
宿

二
簡
寂

観

こ

巻

七

・8
・。
ω

四
十

五
才

)

な

ど
、

日
常

の
飽

食

ぶ
り
を
誇

ら

し
げ

に

詠
ん

で

い
る
。

こ

の
ほ

か

に
も

「
食
飽

」

(
巻

八

・O
ω
曾

五
十

二

才

)
の
詩

を
詠

じ

た
り
、

自

ら
を

「
饒
斐

」

(
「
二
年

三
月

五

日
斎

畢

開

レ
素

当

レ食

偶

吟
。

贈

二
妻

弘
農

郡
君

こ

巻

六
十

九

・ω
課

G。
七

十

一
才

)
と
呼

ぶ
。

こ

の
よ

う

に
彼

は
大

食
漢

で
あ

り
、

そ

の
健

啖

ぶ
り
を

い
さ
さ

か
誇

ら
し
げ

に
詠

ん

で

い
る
。

し

か
も
、

な

お
、

体

は

「
較

レ
痩
鶴

猶

肥

」
と

い
う

状
態

で
あ

っ
た
。

い
く
ら

食

べ
て
も

、

体

が
次
第

に
や

せ
細

っ
て

い
く

の
は
、
悪

性
腫

瘍

(所

謂

癌

)
、

バ

セ
ド
ー

氏
病

、
糖

尿
病

が
先

ず

考

え

ら

れ

る
。

以

後

の
彼

の
長
命

か
ら
、

悪

性
腫

瘍

は
考

え

ら
れ

な

い
。

先

ず
、

考

え

ら
れ

る

の
は
代

謝
異
常

に

よ

る
糖

尿

病

で
あ

る
。

当
時

と
し

て

は
腹

一
杯
食

べ
ら

れ

る

こ
と

は
幸
福

な

こ
と

の

一
つ
で
あ

っ
た
と

思

わ
れ

る
。

と

こ
ろ

が
皮
肉

に
も
、

こ

の
恵

ま

れ
た
食

生
活

が
彼

の
病

を

悪
化

さ

せ

て

い

っ
た
も

の
と
想

像

さ

れ

る
。

ま

た
、

彼

が
、

酒
豪

で
あ

っ
た

こ
と

は
広

く

知

ら
れ

て

い
る

と

こ
ろ

で
あ

る
が
、

彼

の
大

酒

と
飽
食

に
よ

る
高

カ

ロ
リ

i
摂

取

が
糖

尿
病

の
誘

因

に

な

っ
た
も

の
と
思

わ

れ

る
。
糖

尿
病

で
は
、

体
内

で
糖
質

が
十

分
利

用
さ

れ
ず

、
尿

糖

と
な

っ
て
排
出

さ

れ

る

の
で
自
然

紛ω

と
お
な

か
が
す

い
て
大

食

と
な

る
。

そ

の
表
わ

れ

が
、

こ
れ

ら

の
大

食
を

詠

ん
だ
漢

詩

と

な

っ
た
も

の

で
あ

ろ
う

。

ま

た
、

同
病

で
あ

っ
た
と
思

わ

れ
る
杜

甫

も

同
じ

く

盲
臓
瘡

且

如
何

魂

奪

鍼
灸

屡

(
「
詠
懐

二
首

(其

二

)
」
巻

二

+

二
)

衰

年

病
祇

痩

長
夏
想

レ
為

レ
情

(
「
江

閣
臥

レ
病

、
走

レ
筆

寄

二
呈
崔

・
盧

両
侍
御

一

同

)

と
頻

り

に
体

が
痩

せ

た

こ
と
詠

じ

て

い
る
。



三
、

喉

の
乾
き

糖
尿

病

の
典

型

的
な

症
状

に
、

喉

の
乾

き

が
あ

る
。

白
楽

天
も

前
掲

の
ご
と

く
、

「
渇
似

二
馬

相
如

こ

と
自

ら

は

っ
き

り
と

述

べ
る
以

外

に
も

飢
来

呑

二熱

麺

一

渇
来
呑

二寒

泉

一

(「
思

レ
旧
」
巻

六

十

二
・
卜。
㊤
。。
一

六
十

三
才

)

飢

聞

二
麻
粥

香

】

渇
覚

二
雲
湯
美

一

(
「
七
月

一
日
作

」

巻

六
十

三

・ω
O
ω
○。

六
十

四
才

)

琴

裏

知
聞

唯

湶
水

茶
中

故

旧
是

蒙
山

窮

通
行

止
長

相

伴

誰
道

吾
今

無

二
往

口璽

ωω

(
「
琴

茶

」
巻

五
十

五

・謡

一
。。

五
十

五
才

)

夜

茶

一
両

杓

秋
吟

三
数
声

(
「
立

秋
夕
有

レ懐

二
夢

得

二

巻

六
十

二
・・。
㊤
9

六

十

二
才

)

な

ど
、

喉

が
乾
く

と

お
茶
を

飲

む
、

と
詠

ん

で

い
る
。

こ
れ

ら

の
多
く

は

「
飢

」

と
対

に
な

っ
て
詠
ま

れ

て
お

り
、

か
な

ら
ず

し

も

事
実

で
は
な
く

、

文
学
的

な

装

飾

も
考

え

ら
れ
な

く

は
な

い
。

し

か
し
、

挙
例

以
外

に
も
多

く

の

「
渇

」

の
使

用

が
あ

り
、

や

は
り
、

こ
れ
ら

の
使
用

は
事

実

の
反

映
、

喉

が
乾
き

や
す

か

っ
た

こ

と

の
表

わ
れ

で

は
な

い
だ
ろ

う

か
。

大

酒
に
よ

る
喉

の
乾

き

も

少

し

は
あ

ろ
う

が
、
糖

尿
病

の
典

型
的
な

症
状

の
表
れ

と
見

る

べ
き

で
あ

ろ
う

。
そ

し

て
、

こ
う

し

た

喉

の
乾
き

の
結

果
茶

を
愛
飲

し

た

の
で
は
と

推
察

さ

れ
る

。

同
病

で
あ

っ
た
杜

甫

も
前

掲

の

「
病

渇
身

何

去
」

以
外

に
も

才

尽
傷
二
形
骸

一

病

渇
汚

二
官

位

一

(
「
送
三
顧

八

分
文
学

適

二
洪

・
吉

州

一」
巻

二
十

二

)

自
楽
天
の
病
状

圃



白
楽
天
の
病
状

永
念
病
渇
老

附
書
遠
山
顛

(「
湘
江
宴
、
饅
ミ
斐
二
端
公
赴
二
道
州

こ

巻

二
十

二
)

と
喉
の
乾
き
を
病

む
と
頻
り
に
訴
え
て
い
る
。

四
、
目

の
病

こ
う
し
た
代
謝
異
常
に
よ
る
糖
尿
病
の
状
態
が
長
く
続
き
、
進
行
す
る
と
毛
細
血
管
に
異
変
を
来
す
よ
う

に
な
る
。
そ
の
結
果
、
糖
尿
病

の
合
併
症
と
し
て
目

に

異
常
を
来
す

こ
と
が
多

い
。

ぼ
　

白
楽
天
が
目

の
病
を
宿
痢

と
し
て
患

っ
て

い
た
の
は
有
名
な

こ
と
で
、
白
詩

に
は
、

漠
漠
病
眼
花

星
星
愁
髪
雪

ω

(
「
別
二行
簡

こ

巻
十

・露
①
悼
四
十
三
才
)

q

散
乱
空
中
千
片
雪

蒙
籠
物
上

一
重
紗

縦
逢
二
晴
景

一如
レ看
レ
霧

不
二
是
春
天
一亦
見
レ
花

僧
説
客
塵
来
二
眼
界
一

医
言
風
眩
在
二
肝
家

一

両
頭
治
療
何
曽
差

薬
力
微
荘
仏
力
瞭

(
「
眼
病
二
首
」
巻
五
十
四
・隠
司

五
十
五
才
)

眼
臓
損
傷
来
巳
久

病
根
牢
固
去
応
レ
難

医
師
尽
勤
先
停
レ
酒

道
侶
多
教
早
罷
レ
官

案
上
護
鋪
二
龍
樹
論

一

盒
中
虚
貯
二
決
明
丸

一

人
間
方
薬
応
レ無
レ
益

争
得
二
金
箆

一試
刮
看

,



(
同

)

頭

風

目
眩

乗

二
垂
老

一

祇
有

二増

加

一山豆
有

レ謬

花

発

二
眼
中

一猶

足

レ
怪

柳

生

二
肘
上

一亦

須
レ
休

(
「
病

二
眼

花

こ

巻

五

十
八

・卜。
・。
刈
一

六
十
才

)

な

ど
目

の
病

を
訴

え

て

い
る
。

そ

れ
も

眼

精
疲

労

の
よ

う

な

一
過

性

の
も

の
で
は
な

く

、
「
眼
臓

損
傷

来

巳

久

」
と
訴

え

る
よ
う

に
か
な

り
長

期

に
渡

る
病

の
よ
う

で

あ

っ
た
。

同

じ
く
杜

甫

も

よ

く
似

た
症

状

を
訴

え

て

い
る
。

春

水
船

如

二
天
上

坐

一

老

年

花
似

二
霧
中

看

一

(
「
小
寒

食
舟

」
巻

二
十

三

)

前
掲

の
白
楽

天

の

「
縦
逢

二
晴

景

一如

レ看

レ
霧

」

と

「
花
似

二
霧

中
看

一
」

は
共

に
霧
を

通

し

て
看

る
、

と

よ

く

似

た
症

状

で
あ

り
、

ど
ち

ら
も

糖

尿
病

の
合
併

症

に

よ

る
目

の
疾

患

(
白

内

障

か

)
が
考

え

ら
れ

る
。

(101)

"

五
、

歯

の
病

糖
尿
病

の
合
併
症
状

は
先
ず
、
目
と
歯

に
現

わ
れ
て
く
る
。

四
十
未
レ
為
レ
老

憂
傷
早
衰
悪

前
歳
二
毛
生

今
年

一
歯
落

(
「
自
覚

二
首

(其

一
)」
巻
十
・O
蔭
。。
。。
四
十
才
)

髪
髪
蒼
浪
牙
歯
疎

不
レ
覚
身
年
四
十
七

(
「
浩
歌
行
」
巻
十

二
・8
・。
〇
四
十
七
才
)

我
歯
今
欲
レ
堕

汝
歯
昨
始
生

白
楽
天

は
早
く
も
四
十
過
ぎ
か
ら
歯
が
抜
け
始

め
る
。

鯛

白
楽
天
の
病
状



白
楽
天
の
病
状

(
「
吾
雛

」
巻

八
・O
ω
①
幽
五
十

一
才

)

と
詠

み
、
早
く
も
四
十

の
頃
か
ら
歯

が
抜
け

は
じ
め
だ
し
、
四
十
七
の
と
き

に
は
歯
が
ま
ば
ら
に
な

っ
た
と
歎

い
て
お
り
、

こ
の
ほ
か
に
も

老
去
歯
衰
嫌
二
橘
酢

一

病
来
肺
渇
覚
二
茶
香

一

(
「
東
院
」
巻

二
十
ら
ω
ω
卜。

五
十

一
才

)

秋
来
転
覚
二
此
身
衰

一

農
起
臨
レ
階
盟
漱
時

漆
厘
鏡
明
頭
尽
白

銅
瓶
水
冷
歯
先
知

(
「新
秋
早
起
有
レ
懐
二
元
少
サ
こ

巻
十
九
・
旨
お

五
十
才

)

歯
傷
朝
水
冷

貌
苦
夜
霜
厳

(
「不
レ
如
二
来
飲

7
酒
七
首

(其

一
)
」
巻
五
十
七

南
謬
ω

五
十
九
才

)

な
ど
、
す

っ
ぱ
い
物
や
冷

た
い
も

の
が
歯
に
し

み
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
糖
尿
病
の
患
者

の
七
割
は
歯
槽
膿
漏
等

の
糖
尿
病
性
歯
周
破
壊
症
に
患

か
る
と

い
わ
れ

ω

て

い
る
。

こ
れ
は
先

に
触
れ
た
喉

の
乾
き
と
も
関
連
し
て
お
り
、
喉
が
乾
く
と

い
う
の
は
唾
液

の
分
泌
が
減
少
し
て

い
る
た
め
に
起

こ
る
も

の
で
口
中

の
自
浄
作
用

q

が
減
退
し
、
炎
症
な
ど
を
引
き
起

こ
す
。
更

に
歯
槽
膿
漏
が
進
行
す
る
と
歯

の
肉
が
落
ち
て
歯
が
露
出
し
、
そ

の
神
経

に
冷
水
や
す

っ
ぱ

い
物
が
染

み
、
歯
痛
を

ひ

き
お

こ
す
。

こ
れ
ら
の
結
果
、
例
示
し
た
よ
う
な
歯

の
障
害

が
出
て
き

た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
同
病

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
杜
甫
も
歯
を
患

っ
て
お
り
、

君
不
レ
見
蔓
子
国
社
陵
翁

牙
歯
半
落
左
耳
聾

(「
復
陰
」
巻

二
十

一
)

と
歯

が
抜
け

た
こ
と
を
詠
ん
で

い
る
。

六
、

胸

の
病

糖
尿
病
患
者

は
、

一
般

に
細
菌

に
対
す
る
抵
抗
力
が
弱
く
な

っ
て
お
り
、
種

々
の
感
染
症

に
か
か
り
や
す

い
。
特
に
、
呼
吸
器
系

の
感
染
症
に
羅
患
し
や
す

い
。

暫



こ
れ

に

は
肺

結

核

、
肺

炎
、
気

道

感

染

(
咽
道

炎
、

気
管

支

炎

)
な

ど

が
あ

る
。

白
楽

天
も

し

ば

し
ば

胸

の
病

に
冒

さ
れ

て

い
る
。

肺
病

不

レ
飲

レ
酒

眼
昏
不

レ読

レ
書

(
「
閑

居

」
巻

七

・O
認

①

四

十
七
才

)

檀
賦

断
来

無

二
気

力

一

風

疾
悩

得

少
二
心

情

一

(
「
病

中
早
春

」
巻

十
五

・O
認
㊤

四
十

四
才

)

気
漱

因

レ
寒

発

風
疾

欲

二
雨
生

　

(
「
病
中

書

レ
事

」
巻

五
十

三

・N
器
㊤

五
十

三
才

)

春

来

疲
気

動

老

去
漱

声

深

(
「
自
歎

」
巻

五
十

四

南
自
①

五

十

五
才

)

肺

傷

妨

レ飲

レ
酒

眼
痛

忌

レ
看

レ
花

(
「
和

二劉

郎

中
曲

江
春

望

見

一示

」

巻

五
十

六

南
①
亀

五

十

八
才

)

こ
う

し

た
喉

や

胸

の
病

は
、

風
邪

な

ど
を

ひ
け

ば
誰

に
で

も

現

わ
れ

る
症

状

の
よ

う

で

は
あ

る

が
、

ぼ
ヨ

れ
ら
の
喉
や
胸

の
炎
症
を
起

こ
し
た

の
で
は
な

い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
同
じ
く
杜
甫
も

垂
年
病
肺
惟
高
レ
枕

絶
塞
愁
時
早
閉
レ
門

(
「
返
照
」
巻
十
五

)

我
多
二
長
卿
病

一

日
夕
思
二
朝
廷

一

肺
枯
渇
太
甚

漂
泊
公
孫
城

(
「
同
三
兀
使

君
春
陵
行

二

巻
十
九
)

*
長
卿
は
司
馬
相
如

の
字
で
あ
る
。

白
楽
天
の
病
状

そ

の
頻
度
な
ど
か
ら
考
え
て
、
糖
尿
病
が
誘
因
と
な

っ
て
こ

(103)

飾



白
楽
天
の
病
状

帰

朝

蜀
二
病

肺

一

叙

旧
思

二
重

陳

[

(「
敬
寄

二族

弟

唐

十
八
使

君

こ

巻

二
十

一
)

と
、

胸

の
病
を

し

ば
し

ば
訴

え
て

い
る
。

七
、
皮

膚

の
病

糖
尿

病

の
と
き

は
細
菌

に
対

す

る
皮
膚

の
抵

抗

力
も

低
下

し

て
お

り
、

で
き

物

に
な

り
や

す

い
。
白

楽

天
は

、
足

に

で
き

物

が

で
き

た

こ
と
を

詠

ん
だ
珍

し

い
詩

が
あ

る
。

門
有

レ
医
来

往

庭
無

二
客

送
迎

一

病

錆

二
談
笑

興

一

老

足
二
歎

嵯
声

"

αの

鶴

伴
臨

レ
池
立

人
扶

下

レ
砺
行

q

脚
瘡
春

断

レ
酒

那
得

レ
有

二
心
情

一

(
「
病

レ
瘡

」
巻

七
十

一
・ω
①
H
。。

七
十

三
才

)

ま

た
、

去
冬
病

二
瘡

瘡

一

将
養

遵

二医

術

一

(中

略

)

遂

使

二
愛

レ
酒
人

一

停

レ
盃

一
百

日

(
「
二
月

一
日
作

贈

三
早
七
庶

子

こ

巻

六
十
三

・ω
O
嵩

六
十

四
才

)

と
あ

る
。

「病

レ瘡

」

の
詩

の
場
合

も

「
断

酒
」

の

こ
と

が
詠

ま

れ

て

お
り
、

こ

の

「
瘡

瘡
」
も

今
井

清

氏

が
言

わ
れ

る
よ
う

に

「
お

で
き
」

で
あ

ろ
う

(
前

掲
今
井

氏

論
文

)。

こ
の
よ
う

に
白
楽

天
は
度

々
お

で
き

に
悩

ま

さ

れ

て

い
る
が
、

こ
れ
も
糖

尿
病

に
因

る
皮

膚

の
細

菌

に
対
す

る
抵

抗
力

の
低

下

の
表

わ
れ

と

考

え
ら

れ



る
。更

に
、

皮
膚

が
か

ゆ
く

な

る

の
も

糖

尿
病

の
症

状

の

一
つ

で
あ

る
。

こ
れ

は
血
糖

量

が
増

え

る

と
末
梢

神

経
を

刺

激
し

、

そ

の

こ
と

に
よ

っ
て
か

ゆ

み
が
起

こ
る

と
考

え
ら

れ

て

い
る
。
僅

か

に

一
例

で
は
あ

る

が
、

白
楽

天

は
死

の
直
前

に

寿
及

二
七
十

五

一

寿

は
七

十
五

に
及

び

棒
箔

二
五
十

千

一

棒

は
五
十

千

に
露

ふ

(
中
略

)

支
二
分
閑

事

一了

閑
事

を
支

分

し

了
り

爬
レ
背

向

レ
陽

眠

背

を
爬
き

て
陽

に
向

ひ
て
眠

る

(「
自
詠

二
老
身

一示

二諸

家

属

こ

巻

七
十

一
・ω
O
望

七
十

五
才

)

と
詠

ん
で

い
る
。

背
中

を

掻
ー

≦

口
っ
た

頁

何
気

な

い
よ

、つ
な

表

現

で
あ

る

が
、

こ

の
よ

、つ
な
俗

な

表

現

は
詩

中

に
詠

ま

れ

る

こ
〉
」
は
珍

セ

、

わ
ざ

愈

、使

用

㈲q

し

た

こ
と

の
裏

に
は
実
際

に
背
中

が

か
ゆ

か

っ
た
も

の
で
あ

ろ
う

。
皮
膚

が

か
ゆ
く

な

る
と

必

然
的

に
そ

の
部

分
を

掻
く

こ
と

に
な

る

が
、

そ
う

し

た
掻

き

傷

の
あ

と

か
ら
細

菌

に
感

染
し

や
す

く
な

り

、
糖

尿
病

に
よ

る
抵

抗

力

の
低

下
と

相
ま

っ
て
、
先

に
述

べ
た
よ

う

な

お

で
き

な

ど
が

で
き

や
す

く

な

る
。

●

八

、
脱

力
感

、
無

気

力

身

体

が
な

ん
と

な
く

だ

る
く
疲

れ

や
す

い
と

い
う

症
状

も

糖
尿

病

の
患

者

に
よ

く
見

ら
れ

る

症
状

で
あ

る
。

白
詩

に

こ
う

し

た
表
現

が
多

々
見

ら

れ

る
事

に

つ

い

て

は
す

で

に
、

小
島

憲

之
氏

が
、

「
モ
ノ
ウ

シ

で
代

表

さ

れ

る

「
瀬

」
「
鰍

」
(
す
づ
)
「
傭

」

(く
O
コ
ひq
)

の
用

例

は
、

白
詩

に
三
十

例
を

遙

か
に
越

え
、

更

に

「
傭
獺

」

の
熟

語
を

見

る
。
L
「
し

か

し
白
詩

の

モ
ノ
ウ

シ

の
中

心

は
、

む
し

ろ
彼

の
心
情

を

め
ぐ

っ
て
表

現

さ

れ
る

。

こ

の
モ
ノ

ウ

シ
は
、

白
詩

を

特
徴

付

け

る

「
白

詩
語

」

の

一
つ
と

い
え
る
。
L

と
述

べ
ら
れ

て

い
る

(
『古

今
集

以

前

』
)。

白

詩

に

は
、

何

を
す

る

に
も

モ
ノ
ウ

イ

と
詠

み
込

ん

だ

「
有

レ官

傭
不

レ
選

有

レ
田
傭

不

レ
農

」

で
始

ま

る

(
「
詠
傭

」
巻

六

.O
い。
ゆ
〇

四

十

三
才

)

や

「
太

守

知

レ傭

白
楽
天
の
病
状



白
楽
天
の
病
状

放

二
晩
衙

こ

(
「
北

亭
招

客

」
巻

十

六

6
露
ω

四

十
五

才

)
の
詩

も

あ
り
、

「
百

年
傭

裏

過

万

事
酔

中

休

」

(
「
閑
坐

」
巻
十

九

.
一ω
O
①

五
十

一
才

)
の
句
も

あ

り
、
彼

が

モ
ノ
ウ
キ

性
質

だ

っ
た

こ
と
を
雄

弁

に
物
語

っ
て

い
る
。

こ
の
よ
う

に
白
詩

を
特
徴

づ
け

る

モ
ノ
ウ

シ
も

糖
尿
病

に
よ

る
症
状

の
表

わ
れ

の

一
つ
と
考

え

る

こ
と

も

で
き

よ
う

。

九
、
動
脈
硬
化
と
高
血
圧
、
脳
卒
中

動
脈
硬
化

は
、
誰
し
も
年
を
取
る
に
つ
れ
て
次
第

に
起

こ
っ
て
く
る
も

の
で
あ
る
が
糖
尿
病

の
人
は
、

こ
の
動
脈
硬
化
が
普
通

の
人
よ
り
も
早
く
、
よ
り
強
く
起

こ
っ
て
く
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
糖
尿
病

の
人
は
、
血
管

の
動
脈
硬
化
性
変
化
、
高
血
圧
そ

の
他

の
循
環
障
害
な
ど
が
原
因
と
な

っ
て
、
脳
卒
中
そ

の
他

の
脳
循
環

障
害
を
起

こ
す

こ
と
も
少
な
く
な
く
、
発
作
を
起

こ
す
と
意
識
障
害
や
半
身
の
不
随
を
招
く
。

多
飲

と
飽
食

の
毎
日
を
過
ご
し
た
白
楽
天
は
六
+
八
歳

の
久
、に
中
風
に
患
る
。

㎝q

開
城
己
未
歳
余
蒲
柳
之
年

六
十
有
八
、
冬
十
月
甲
寅
且
始
得
二
風
痺
之
疾

一。
体
疲
目
眩
。
左
足
不
・
支
。

(「
病
中
詩
十
五
首
序
」
巻
六
十
八
)

六
十
八
衰
翁

乗
レ
衰
百
疾
攻

朽
株
難
レ
免
レ
叢

空
穴
易
レ
来
レ
風

肘
痺
宜
レ生
レ
柳

頭
旋
劇
二
転
蓬

一

悟
然
不
レ動
処

虚
白
在
二
胸
中

一

(「
初
病
レ
風

(
其

一
)」
巻
六
十
八
・謹
O
・。
六
十
八
才

)

と
そ
の
時

の
事
情
を
述

べ
て
い
る
。
幸

い
に
こ
の
時

の
発
作

は
軽
く
、
半
身
が
不
自
由

に
な

っ
た
だ
け

で
大
事
に
は
至
ら
な
か

っ
た
よ
う

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
白
楽
天
が
六
十
八
歳
で
脳

の
循
環
器
障
害
を
起

こ
し
た
の
は
、

日
日
の
大
酒
に
因
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
思
わ
れ
る
が
、
糖
尿
病

に
付
随
し
て
起

こ

る
動
脈
硬
化
も

一
因
と
な

っ
た
の
で
は
な

い
か
。



十
、
無
痛

と
環
境

こ
う

し

た
様

々
な
症

状

を

伴
う

糖

尿
病

で
は
あ

る

が
、
幸

い
に
ど

の
症

状
も

そ

れ

だ
け

で

は
生
命

の
危

機

を

伴
う

も

の

で
は
な
く

、

ま

た
痛

み
も

な

い
。

白

楽

天

自
身

も

体

は
不

調

で
、
痩

せ
、
老

け

た

と
歎
き

な

が

ら
も
長

命

で
あ

っ
た
し

身

錐

二
日
漸
老

一

幸

無

二
疾
病

痛

一

(「
安

穏

眠
」

巻

五
十

二

・旨

雪

五

十

九
才

)

と
述

べ
る
。

こ
の
ほ

か

に
も

「
幸

無

二
急
病

痛

一

不

レ
至

レ
苦

二
飢

寒

こ

(「
朝

帰
書

寄

二
元
八

一」
巻

六
・
O
卜。
①
①

四
十

四
才

〉、

「
体
中

無

二
病
痛

一

眼
下

未

二
飢
寒

こ

(
「初

夏
間
吟

兼

呈

二
上
章

賓
客

こ

巻

六
十

五

・
ω
一
$

六
十

三
才

)

と
痛

み

の
な

い
の
を

喜

ぶ
。

糖
尿
病

は
遺
伝
す
る
病
気

で
あ
り
、
糖
尿
病

の
病
気
を
親
に
持

つ
人
は
、
糖
尿
病

の
素
篁

、親
か
ら
受
け
継
ぐ

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
糖
尿
病
に
な
り
や
す

い
。

㎝q

白
楽

天

は
母

が
病

が
ち

で
あ

っ
た

こ
と

次

の
よ
う

に
訴

え

て

い
る
。

臣

母
多
病

臣
家
素

貧

(
「
奏

二
陳
情

一状

」
巻

四

十

二

・一
㊤
ご

三
十

九
才

)

或

は
、

母

の
こ

の
多
病

の
内

の
い
く

つ
か

は
、
糖

尿
病

の
余

病

に
よ

る
も

の
で
あ

っ
た

か
も

し

れ
な

い
。

ま

た
、
糖

尿
病

は
遺

伝

的
な

も

の
と
、
後

天

的
な

生
活

環

境

、

生

活

習
慣

と
も

密

接

な
関
係

が
あ

る
。

糖
尿

病

は

一
般

に
、

経

済
的

に
恵

ま

れ

た
知

識
階

級

に
多

い
病

気

だ

と

い
わ
れ

て

い
る
。

こ

の
よ

う

に
糖

尿
病

は
経

済

的

に
裕

福

で
、

美
食

を

好

み
、

運

動
を

せ
ず

、

精
神

的

に

は
悩

み

か
多

い
と

い
っ
た

人

に
多

く

起

こ
る

病
気

で
あ

る
。

白

楽

天

は
正

に

こ
れ

ら

の
条

件

を
満

た

し

て

い
る

と
言

え

よ
う

。

彼

が
余

り

体

を
動

か

さ
な

か

っ
た

こ
と

は
彼

自
身

次

の
よ
う

に
詠

ん

で

い
る
。

飽

食

坐
終

レ
朝

長
歌

酔

通

レ
タ

(「
詠

懐

」
巻

八

・O
ω
紹

五

十

一
才

)

白
楽
天
の
病
状



白
楽
天
の
病
状

飽

食
不

レ
出

レ
門

間

坐
不

レ
下
レ
門

(
「
飽
食

間

坐
」
巻

六
十

三

・ω
O
O
①

六
十

三
才

)

こ
の
よ
う

な
飽
食

と
運
動

不

足

が
糖

尿
病

の
誘

因

と
な

り

、

更

に

は
病

状

を
悪

化

さ
せ

て

い

っ
た
も

の
と

思

わ

れ
る
。

白
楽

天
自
身

は
、
自

ら

の
病

に
関
し

て

黒

花
満

レ
眼

糸
満

レ
頭

早
衰

因

レ病

病

因

レ
愁

(
「
自

問
」
巻

十
九

・
一ト。
㎝
①

五
十

才

)

と
述

べ
て

お
り

、

こ
れ
は

、
先

に
あ
げ

た
糖
尿
病

の
誘
因

の

一
つ
で
あ

る
精

神
的

に
は
悩

み

が
多

い
に
合

致

す

る
も

の
で
あ

る
。
但

し
、

こ
れ

は
文
学

的
誇

張
も

あ

り
、
多

少

は
割

引

い
て
考

え

る

べ
き

で
あ

ろ
う

が
、

こ

の
よ

う
な

精
神

的

な

ス
ト

レ

ス
も
彼

の
糖

尿

病

に
誘

因

に
な

っ
た

の
か
も
し

れ
な

い
。

結
語

(108)

 

以
上
、
『
白
氏
文
集
』
の
中
に
表
わ
れ
た
白
楽
天
の
症
状
を
総
合
的

に
検
討
し
た
場
合
、
特

に
、
飽
食
と
体

の
痩

せ
は
体
内

で
の
代
謝
異
常

(糖
尿
病

)
以
外
で
は

説
明
が

つ
き

に
く
く
、
そ

の
他

の
症
状
も
糖
尿
病
の
合
併
症
状
の
表
わ
れ
と
見
た
場
合
説
明
が
つ
く
。

白
楽
天
は
四
十
歳
前
後
か
ら
急
激
に
痩
せ
始
め
て
お
り
、
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
喉

の
乾
き
、
目
や
歯
の
疾
患
を
訴
え
て
お
り
、
こ
の
数
年
前
か
ら
発
病
し

た

と
考
え
ら
れ
、
成
人
病
と

い
わ
れ
る
糖
尿
病

の
発
病
年
齢

に
は
や
や
早

い
が
矛
盾

は
し
な

い
。

次
に
、

こ
の
病
が
白
楽
天
及
び
彼

の
文
学
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い

っ
た
か
を
考
察
し
た
い
。

白
楽
天

の
文
学
を
特
徴
づ
け
る
語
と
し
て
、
小
島
憲
之
氏
も
述

べ
ら
れ
た
よ
う

に

「
傭
」
の
語
が
あ
る
。
何
を
す

る
に
も

「
傭
」
と
言
う
表
現
が
頻
繁

に
登
場
し
、

彼

の
文
学

の

一
つ
の
特
徴
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
彼

の
生
ま
れ

つ
き

の
性
格
、
文
学
的
ポ
ー
ズ
も
考
慮

さ
れ
る
が
其

の
も

の
憂
き
性
格
を
形
成
す
る

一
因
と
し

て
糖
尿
病
に
よ
る
気
力

の
衰
え
、
脱
力
感
、

つ
か
れ
易
さ
が
関
係
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
島
憲
之
氏

が
す

で
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
モ
ノ
ウ
シ
と

朝
遅
く
ま
で
眠
る

「
日
高
眠
」
が
結
び
付

い
て
よ
く
よ
ま
れ
る
の
も
糖
尿
病

の
症
状
に
よ
る
も

の
か
も
し
れ
な

い
。
『
枕
草
子
』
に
も
名
高

い

「
日
高
く
眠
足
れ
る
も



猶
し
起

く

る

に
も

の
う

し

L

に
も
、

そ

の
影

を

見

る
思

い
が

す

る
。

白
楽

天

の
詩

に

は
老

い
を

詠

ん

だ
詩

が
多

い
が
、
早

く
老

け

た

と

い
う

よ

り

も
、

目

の
病

、

歯

の
衰

え

、

気
力

の
減
退

、
身

体

が
痩

せ

て
来

た

こ
と

に
関

し

て

は
、

糖

尿
病

に
よ

る
合

併
症

に
よ

る
も

の
と

考

え

ら
れ

る
。

但

し

、
当

時

は

こ

の
よ
う

な

医

学
的

な

こ
と

は
当

然

な

が
ら
知

ら

れ

て
お

ら
ず

、

白
楽

天

は
忍

び
寄

る
老

い

の
表

わ
れ

と
思

い
、
多

く

の
嘆
老

の
詩

を
詠

ん

だ
と
も

考

え

ら

れ

る
。

こ

の
ほ
か
、

白
髪

や

脱
毛

を
歎

く

詩

も
多

い
が
、

こ
れ
ら

は
糖

尿
病

と

の
関

係

は
少
な

い
と

思

わ

れ

る
。

白
楽

天

は
人

生

の
後

半

に
お

い
て
、

政
治

へ
の
関

心

を
弱

め
、

仏

教

へ
沈

潜

し

て

い

っ
た
が

、

こ

の

こ
と

も
糖

尿
病

に
よ

る
無
気

力

、
脱

力
感

及

び
合

併
症

に
よ

る
多

く

の
病

が
彼

を
他

人
よ

り

も
ま

ず

、
自

分

に
目
を
向

け

さ

せ

た
原
因

の

一
つ
に
な

っ
た
と

考
え

ら

れ

る
。

「
元
軽

白
俗

」
と
言

わ
れ

、

白
楽

天

の
詩

は
俗

っ
ぽ

い

と
評
さ

れ

た

の
も

、

日
常

身

辺

の

こ
と

を
詠

む

こ
と

が
多

く

な

っ
た
か

ら

で
、

そ

の

こ
と

に
も
彼

の
持

病

が

少
し

は
関

わ

っ
て

い
た

と

い
え
よ
う

。

こ

の
ほ
か
素

材

に
関

し

て

は
堤
留

吉
氏

も

『
白
楽

天

研
究

』

で
述

べ
ら

れ
て

い
る
よ
う

に
、

白
詩

に
は
鶴

が
好

ん

で
詠

ま

れ

て

い
る
。

そ

の
気

高

く
、

孤
高

の
姿

に
彼

は
心

ひ

か
れ

た

と
思

わ
れ

る

が
、
前

掲

の

ご
と
き
我

が

身

の
痩

せ
具

合

と

の

一
体
感

、

親

近
感
も

あ

っ
た

の
で

は
な

い
だ
ろ
う

か
。

ま
た
、

白
楽

天

が
酒
と

共

㈲

に
茶

を

愛
飲

し

た

こ
と
も
堤

氏

が
述

べ
ら

れ
て

い
る
。

こ
の

茶

の
愛

飲
も

糖

尿
病

の
代
表

的

な

症
状

の
喉

の
乾
き

に

よ
る

も

の
と
考

え

ら

れ
な

く
も

な

い
。
彼

は
飲

q

酒

の
あ

と

の
喉

の
乾
き

を
癒

す

た

め

に
よ
く

茶

を
飲

む

と
自

ら
述

べ
て

い
る
が

(
「
瀟

員

外
寄

二新

蜀
茶

こ

巻

十
四

・O
謡

ら

三

十
九

才

)
、
必
ず

し
も
飲

酒

に
よ

る
喉

の
乾

き

だ
け

で
は

な

い
よ
う

に
思

わ
れ

る
。

以
上

の
よ

う

な

こ
と

が
、

糖
尿

病

と

い
う

病

が
白

楽

天

に
与

え

た
影

響

と

言

え
よ

う
。

こ

の
よ
う

に
、

糖

尿

病

は
彼

の
文
学

、

人
生

に
有
形

、

無
形

の
影
を

落

し

て

い
る

と

い
え

る

の
で
は
な

い
か
。

噂
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注

杜
甫
が
糖
尿
病

で
あ

っ
た

こ
と
は
森
野
繁
夫
氏
も

『杜
甫
』

(中
国

の
詩
人

「
集
英
社

」
)
に
お

い
て
少
し
触

れ
ら
れ
て

い
る
。

白
楽
天
が
慢
性
的
に
目
を
患

っ
て

い
た
の
は
、
よ
く
知

ら

れ
て
い
る

こ
と
で
、
ア
ー
サ
ー

・
ウ

ェ
ー
リ
ー
氏

『
白
楽
天
』
(
み
す
ず
書
房

)

今
井
清
氏

は
、

こ
の
胸

の
病
を
喀
血

の
記
述

が
な

い
こ
と

か
ら
気
管
支
炎

か
肺
炎
で
あ

ろ
う
と
述

べ
ら
れ
て

い
る

(前
掲
論
文
)。

な
ど
で
も
言
及
さ
れ
て

い
る
。

嘲

白
楽
天
の
病
状



白
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*
白
詩
は
、
四
部
叢
刊
に
影
印
さ
れ
た
那
波
道

円
活
字
本
、
杜
詩

は
、
清
仇
兆
贅
撰

『杜
甫
詳
註
』
を
底
本
と
し
た

『杜
甫
全
詩
集

』
(鈴
木
虎
雄
氏
訳
註

)
に
よ

っ
た
。
糖
尿
病

の
病
理
、
症
状

に
関
し
て
は
、
森
井
知
己
氏

『糖
尿
病
』

(
日
本

書
院

)、
高
僑
秀
寿
氏

『糖
尿
病
を
食
事
で
直
す

』
(
ナ

ツ
メ
社

)
及
び

『現
代
家
庭
医
学
事
典
』

(
講
談
社

)
な

ど
を
参
照
し
た
。

本
稿
を
為
す

に
当
た

っ
て
、
医
学
面

で
の
助
言
を
医
師
磯

ノ
上

正
明
氏
、
歯
科
医
師
雲
川
晃
氏
、
医
師
康
乗
正
幸

氏
か
ら

い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

*
本
稿
は
昭
和

六
十
二
年
度
和
漢
比
較
文
学
会
大
会

(昭

和
六
十

二
年
十

一
月
十
五
日
於
大
正
大
学

)
で
口
答
発

表
し
た
も

の
を
加
筆
し
た
も

の
で
あ
る
。
席
上
、
御
質
問
、
御

教
示
を
賜

っ
た
柳
瀬
喜
代
志
氏
、
本
間
洋

一
氏
、
堀
誠
氏

に
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
稿
は
昭
和
六
十
二

年
度
文
部
省
科
学

研
究
費
補
助
金

「奨
励
研
究
A
」
に
よ
る
研

究
成
果

の

一
部

で
あ
る
。

◎
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